
問題 27 解答 
１．リジン（Lys, K）とアルギニン（Arg, R）の側鎖がメチル化に適している。なぜなら，

これらのアミノ酸の側鎖の窒素官能基はメチル基を２つ以上つけることができるから。他

の，酸素官能基を側鎖に持ったアミノ酸では，メチル基は１つしか入らない。 
[訳者註：解答をみて初めて出題意図が判明した。メチル基が複数個入った状態を取れるも

ののほうが，｢多様性｣を出すために有利，ということらしい。] 
２．三リン酸エステルはよい脱離基であり，硫黄はよい求核剤である。メチオニンの硫黄

が ATP の三リン酸エステルを脱離基とする SN2 型の反応を起こして，SAM ができる。 
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さらに同様の
メチル化が進行
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A-H は反応系中にあるブレンステッド酸（＝ブレーンステズ‐ローリーの理論による酸。

参考書｢化学入門コース｣の４巻４２ページ参照）。 


